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	梶原啓太
	３． 豊川・矢作川の自然再生の取り組み
	②矢作川自然再生事業
	1)干潟の再生
	干潟施工後のモニタリング調査を実施した結果、干潟の施工前より、底生動物の確認種数は増加傾向に見られ、多様な生物の生息環境が再生されたと考えられる。（指標種であるアサリやヤマトシジミの定着を確認）
	2)ヨシ原の再生
	干潟と同様に、昭和40年代には矢作川河口部には約35haのヨシ原が形成されており、平成20年には約15haまで減少しため、ヨシ原を約20ha再生することを目標にしている。ヨシは抽水植物であり、冠水の頻度により、定着状況は大きく左右される。そのため、適切な地盤高を調査することは、ヨシの定着率の向上につながる。矢作川のヨシ原の施工では、地盤高の違いによるヨシの再生効果を把握するために、事前調査を行い、2つの地盤高（T.P.0.5m/0.8m）で盤下げし効果の検証を行った（試験施工）。その後モニタリン...
	ヨシ原施工箇所のモニタリング調査を実施した結果、ヨシの定着により、底生生物や鳥類の確認種数も増加し、多様な生物の生息環境が再生されたと考えられる。
	③豊川・矢作川の地域との連携
	1)矢作川　ヨシ植え体験会
	矢作川では、5月頃に一般応募を募って、ヨシ植え体験会を実施している。（平成22年から平成28年までに5回実施）
	４．自然再生事業による効果
	平成29年度も引き続き、干潟やヨシ原の再生事業を実施する予定である。また、モニタリング調査についても、同様に実施し、自然環境の変化を把握する。
	本論文においては、干潟やヨシ原の再生により多様な生物が生息する環境を再生することができたのだと考えている。今後は、干潟やヨシ原の再生以外にも、三河湾の自然環境の改善につながる要素があるのかを今後の調査・検討において把握する必要があると考えている。豊川・矢作川の自然環境の変化による三河湾の自然環境への影響は大きい。考えられる要素として、河川の流量の変化や流出負荷量、流出土砂量といったものが挙げられる。今後は、干潟やヨシ原の保全・再生事業も引き続き実施する中で、三河湾の自然環境に影響する要因は何がある...
	６．おわりに
	三河湾は、水質資源が豊富であり多くの生物が生息していることもあり、三河湾の自然環境の変化について懸念する声が学籍者や学会、漁業者等からも挙げられている。そのため、三河湾の自然環境の改善は、豊川・矢作川流域の人々に大きな影響をもたらすため、今後も調査検討を実施し、自然環境の保全・再生を行っていく。
	参考文献
	1) 三河湾流域圏再生行動計画（見直し版）H26.3策定
	2)豊川水系河川整備計画（大臣管理区間）H13.11策定（H18.4一部変更）
	3)矢作川水系河川整備計画（大臣管理区間）H21.7策定

